


 ■著作権について 

 本冊⼦と表記は、著作権法で保護されている著作物です。本冊⼦の著作権 
 は、 発⾏者(⿇⽣裕⼆)にあります。本冊⼦の使⽤に関しましては、以下の点 
 にご注意ください。 

 ■使⽤許諾契約書 

 本契約は、本冊⼦を⼊⼿した個⼈・法⼈(以下、甲と称す)と発⾏者(以下、⼄ 
 と称す)との間で合意した契約です。本冊⼦を甲が受け取り開封することによ 
 り、甲はこの契約に同意したことになります。 

 第 1 条 本契約の⽬的:⼄が著作権を有する本冊⼦に含まれる情報を、本契約に 
 基づき甲が⾮独占的に使⽤する権利を承諾するものです。 

 第 2 条 禁⽌事項:本冊⼦に含まれる情報は、著作権法によって保護されていま 
 す。甲は本冊⼦から得た情報を、⼄の書⾯による事前許可を得ずして出版・ 
 講演活動および電⼦メディアによる配信等により⼀般公開することを禁じま 
 す。特に当ファイルを第三者に渡すことは厳しく禁じます。甲は、⾃らの事 
 業、所属する会社および関連組織においてのみ本冊⼦に含まれる情報を使⽤ 
 できるものとします。 

 第 3 条 損害賠償:甲が本契約の第2条に違反し、⼄に損害が⽣じた場合、甲は 
 ⼄に対し、違約⾦が発⽣する場合がございますのでご注意ください。 

 第 4 条 契約の解除:甲が本契約に違反したと⼄が判断した場合には、⼄は使⽤ 
 許諾契約書を解除することができるものとします。 

 第 5 条 責任の範囲:本冊⼦の情報の使⽤の⼀切の責任は甲にあり、この情報を 
 使って損害が⽣じたとしても⼀切の責任を負いません。 
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 第１章：  そろそろ  「⾃分の殻」  を破りませんか！？ 
 〜望む未来、理想の未来を⼿にれる〜 

 あなたが今、この教科書を開いているということは、もしかしたら⽣きづら 

 さを感じている…やることなすこと上⼿くいかない…今後の⾃分の⽅向性を 

 どうしようか迷っている…いつもあと⼀歩のところで成功がすり抜けていく 

 …そんな悩みを抱えているのではないでしょうか？ 

 「本当にやりたいことや情熱を注げることがわからなくなっている…」 

   「⼦供の頃に考えていたような  理想の⼈⽣とは程遠い…」 

 「職場での⼈間関係が上⼿くいかず、会社を辞めようか悩んでいる…」 

 「絶対失敗できないというプレッシャーがあり悩んでいる…」 

 「良い⼦でなければ認められないといつも⼈の顔⾊を伺っている…」 

 ⼈⽣を良くするためにあれこれやってみたけど… 

 「今度こそは！」と期待を胸に新たな学びを始めるも… 

 またしても、思ったようなブレイクスルーは起こせず… 

 「⾃分にはあれが⾜りないんだ、これが⾜りないんだ」と、⼼理学やコミュ 

 ニケーション術、占い、スピリチュアルなど学んだけど、結果に結びつかず 

 … 

 こうやって負のスパイラルに陥っていくわけです。 

 ⼼からやりたいことで⽣きていきたい！ もっと⾃分らしく⾃由に⽣きてい 

 きたい！…と、スキルやテクニックを⾝につけ頑張るものの、思うようにい 

 かず⾃分の⼈⽣はこんなもんかと諦めざるを得ない⼈が多いのが実情です。 
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 例えば、 

 「⾃分の⼈⽣はこんなもんじゃないはず…」 

 「何か⽣きづらさというか、窮屈さを感じる…」 

 「なぜかいつもあと⼀歩のところで成功がすり抜けていく…」 

 「⼈から褒められても⾃分を認められず⾃信が持てない…」 

 「やりたいことがわからず悶々としている…」 

 というように、考えれば考えるほど⾃信喪失するばかりです。 

 こんな統計があるのをご存知ですか？ 

 à ˜ z û Ô⽣z 過_ 数{ | ° ß 
 { 価– z v P ⼈� l t ­ o r P —±  
 ⽇本⼈の⾃⼰肯定感の低さを如実に表すこんな統計結果があるのをご存知で 

 しょうか？ 
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 （２０１２年度⽂部科学省調べ「⾼校⽣を取り巻く状況について」 

  ⽇本、⽶国、中国、韓国の４ヶ国の⾼校⽣へのアンケートより） 

 「私は価値のある⼈間だと思うか」の問いに対して、「そうだ」「まあそう 

 だ」と回答した⽣徒の割合（下図参照） 

 「⾃分が優秀だと思う」の問いに対して、「そうだ」「まあそうだ」と回答 

 した⽣徒の割合（下図参照） 
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 驚くべきことに、⽇本の⾼校⽣の半数以上が、「⾃分は価値のない⼈間だ」 

 と思っている、ということが数値化されています。 

 国際的な学⼒調査では、毎年上位にランクインする程世界的に⾒ても成績優 

 秀なはずの⽇本⼈の⾼校⽣が、  ß 
 ß ⾝w価– ž f c g r P v P   のです。 

 さて、それはなぜなのでしょうか？ 

 実は、これには戦後教育が深く関係しています。 

 突然ですが、あなたは「夢」と「志」の違いをご存知ですか？ 

 下記は、経営学の権威、野⽥⼀夫先⽣の⾔葉です。 

��「夢」とは何が欲しい、ああなりたいという個⼈の未来への願望。��

��それに対し、個⼈の願望を遥かに超えて多くの⼈の夢や願望を叶えてやろ��
��う！という気概を「志」という。��

��「夢」は快い願望だが、「志」は厳しい未来への挑戦である。「夢」と��
��「志」では次元が全く異なり、経営者たるもの志を持つ⼈間になれ！��

 こう仰っています。 

 なぜこのような話をするのかというと、⽇本⼈が⾃分⾃⾝に価値を⾒出せな 
 くなってしまったのは、何もあなたのせいではないからです。 

 そこには、戦後教育が⼤きく影響していることが考えられます。 
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 戦前の教科書には、「志」という⾔葉がð れていたそうです。しかし、戦後 
 「志」という⾔葉が邪魔だと判断したGHQが全ての教科書の「志」という⾔ 
 葉を⿊塗りにして「夢」という⾔葉に書き換えさせたそうです。 

 それ以降、個⼈の夢が優先され、本来持っていた⼈のためにという「志」を 
 ⽇本⼈は失っていきました。ただ、ひとたび天災などが起きると⽇本⼈は 
 「⼈のため」の⾏動が⾃然とできていますよね。これは我々⽇本⼈が、潜在 
 的にはまだ「志」を忘れていないことの表れです。 

 ちなみに、志を持っていた⽅が個⼈としての私的な「夢」も叶いやすいとい 
 うのはご存知ですか？ 

 私も最初からこういうことを認識していた訳ではなく、現役時代にレースで 
 イタリアに留学した時に、私⾃⾝を含む⽇本⼈が相対的に⾃虐的であるとい 
 うことに気づいたことがきっかけでした。 

 戦後⽣まれの⽇本⼈は、教育の影響から潜在的に奴隷思考とも⾔うべき精神 

 が⾃然と植え付けられており、⾃分の殻を破れずもがいている⽅が多いので 

 す。そんな殻を破るには、価値観を変えるための正しい歴史を知ることも重 

 要です。 

 次の章では、その「奴隷思考」についてお話していきます。 
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 ⾃分の⽅向性に迷っている、⽣きづらさを感じる、あと⼀歩のところで上⼿ 

 くいかない、やりたいことができていない⼈の多くが、この「奴隷思考」に 

 陥っている可能性があります。 

 9 



 第２章：  fきづらさ …⾃分の⽅¹[ …あと´歩のところで … 
 ¤通する.とは？  
 〜奴隷思考から抜け出してもっと⾃由に！〜 

 さて、誰にでも⾔えることですが、私たちは奴隷思考の中で⽣きています。 

 「いや、⾃分はそんなことない！」そんな声も聞こえてきそうですが（笑） 

 海外に出て思うことは、⽇本⼈の奴隷根性はすごいなと。「常識」「社会通 

 念」の名の下にどんなことにも耐え忍ぶ、それが美徳とされてきましたが、 

 実はそういったものも、これまでの教育から根付いた価値観です。 

 こういった奴隷思考でいると、窮屈さを感じ、⽣きづらさや⾃分の⽅向性を 

 ⾒失ったり、あと⼀歩のところで成功がすり抜けていく、そういったことが 

 起こっていきます。 

 そういう⼈⽣を選ぶのもいいのですが、あなたはもっと⾃由になって⼈⽣を 

 楽しみたいですよね？ 

 私たちの⾃由を奪う奴隷思考、その共通の敵は⼈間の９０％の潜在意識の中 

 に潜む価値観です。では、その価値観についてお話していきましょう。 

 例えば、 

 「奥さんは家事をやって当たり前」 

 「お⾦は汗⽔流して働いて稼ぐもの」 

 といったように、 

 「〜しなければいけない」 

 「こうあるべきだ」 

 「こだわり」 

 「当然、当たり前」 
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 こういったものを  価– �   と呼んでいます。 

 実は、この  価– �   が奴隷思考になってしまう原因です。これ、国が変われ 

 ば、考え⽅も全然違う訳なんですね。私はイタリアの電⾞内で、乗客が皆結 

 構な⼤声で話しているのを聞いてビックリした経験がありますが、これは 

 「電⾞内では静かに過ごさないと他の乗客の迷惑になってしまう」という⽇ 

 本で⽣まれ育った私が持つ特有の  価– �   から来る違和感が原因な訳です。 

 なので、もしあなたが何か上⼿くいっていないのであれば、⼈間の９０％を 

 占める潜在意識を味⽅につけるためにも「本当にそれ正しいの？」とあなた 

 の中にある「常識を疑ってみる」ことです。 

 では、この価値観が植え付けられたのはいつでしょうか？ 

 それは主に、親、学校、メディアから受けてきた教育によるところが⼤きい 

 です。 

 そして、下図のように私たちはそんな価値観というフィルターを通して、 

 「あれは良い、これは悪い」といったジャッジを無意識のうちに繰り返して 

 います。 
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 例えば、何か出来事や他⼈の⾏動、⾃分の⾏動に対して、⾃分の中にある価 

 値観というものを通してYes、Noのジャッジをします。これがNoになると、 

 悩みや問題というように捉えてしまうのです。 

 しかし、価値観が違えば、NoがYesになることもあるわけで、全ては「その 

 ⼈の価値観」を通して判断しているということがわかります。⾔ってしまえ 

 ば、この  ° 価– � ± z a 隷  になっているとも⾔えるのです。 

 本来、価値観とは無⾊透明なのですが、あたかもそこにあるかのように思っ 

 てしまいます。  これが⽣きづらさ、⾃分の⽅向性が決まらない、あと⼀歩の 

 ところで上⼿くいかない原因なのです。  価値観が現実を歪めていると⾔って 

 もいいでしょう。 

 これまでの価値観を変えられればもっと⾃由になれるのですが、実はそこに 

 はばかるのが、「傷つくかも」「攻撃されるかも」「バカにされるかも」と 

 いった不安、⼼配、恐怖による防衛本能なのです。 

 この防衛本能が⾃分の殻を破る上で邪魔になる要因になります。これが結構 

 厄介で、無意識のうちに発動するので、またモヤモヤを繰り返しストレスと 

 なっていくのです。 
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 さらに、もうひとつお伝えしたいのは、そんな私たちのモヤモヤやストレス 

 の根源、それは  感á t ­ æz Ó ´     によるものでもあるのです。なぜなら、 

 感á { 容Ÿ w ² ò Ç ì – ê s Y v P   からです。 

 もしかしたらあなたもやってみたことがあるかもしれませんが、「できる、 

 できる」とか「ついてる、ついてる」などを唱えると効果的だ、なんて聞い 

 たことはありませんか？ 

 このように、ポジティブな⾔葉を宣⾔することでなりたい⾃分を引き寄せる 

 ⼿法をアファメーションと⾔います。では、アファメーションをしよう、と 

 思う⼼理的背景にはどのような⼼情があるのかと⾔えば、「⾃分はできてい 

 ない」「⾃分はついていない」という  裏4 c z ß …é å   があるからです。 

 実はこれ、気をつけないと  u ž ­ • r c Š R   ことになります。 

 u ž ­ • —t { u R P R _ t Wƒ  

 「できる、できる」と唱えれば唱えるほど「できていない、できていな 

 い」、「ついてる、ついてる」と唱えれば唱えるほど「ついてない、ついて 
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 ない」というように、宣⾔している⽂⾔とは逆の⾃⼰認識を潜在意識下で強 

 化していってしまう恐れがあるのです。 

 多くの⼈が当然のように「ポジティブな感情＝良」、「ネガティブな感情＝ 

 悪」という観念を持っています。 

 このように  ⾃分⾃⾝の感情を善悪で評価することは、感情と思考の不⼀致を 

 引き起こしたり、⾃⼰否定に繋がったりして、精神的ストレスが溜まる要因 

 となります。 

 また⼈間には、本能的に苦痛を避け、快楽を求めるという根源的欲求があ 

 る、ということにも⽬を向ける必要があります。 

 例えば、苦痛の例をいくつか挙げると、 

 嫌われる、バカにされる、無視される、責められる 

 逆に快楽の例を挙げると、 

 好かれる、認められる、頼りにされる、褒められる 

 しかし、苦痛を避け快楽を求めようとすればするほど、ますます苦しい状況 

 に追い込まれてしまう、というパラドクスがあります。なぜなら、そうすれ 

 ばするほど⾃分⾃⾝の本⼼＝感情に無理やり蓋をし続ける状況が続き、それ 

 が増⼤していくからです。 

 感情は容易にコントロールできるものではないので、感情に無理に蓋をする 

 のではなく、  � N —感á ž * ] â ˜ r N ^ —  ことが⼤切であり、そうするこ 

 とが、ストレスを溜め込まずに⾃分の気持ちに沿った⾏動につなげる近道で 

 もあります。 

 この世の中は、「良い」「悪い」といったように、何かと物事を２つに分け 

 たがります。これを  × ù ; ⽴  と呼びますが、実際には、  u m • Ž * ] â ˜ — 
 _ t X ; ´ á ž O _ c þ U ž 解´ a g —  のです。 
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 実は、私がレーサー時代に、⾃分の殻を破ったことで潜在能⼒が解放され 

 ゾーンに⼊ったのは、まさに良いも悪いも受け⼊れたことによって対消滅が 

 起きたからなのです。 

 良いとか悪いとか⾔っているうちは、⾃分軸や他⼈軸を⾏ったり来たりして 

 いるようなもの。本来、この世には良いも悪いも存在せず、誰かが作ったも 

 のに過ぎないのです。 

 当時、私はクリアリングという⽅法で、私の中にある良い悪いといった⾃我 

 を取り払っていくことに成功しました。すると、その瞬間、体感覚としては 

 丹⽥のあたりから油の塊のようなものがドロっと床に落ちていったのを感じ 

 たのです。その瞬間、体がこの上なく軽くなり、スッキリしたのを今でも鮮 

 明に覚えています。 

 そして、次のレースで「ゾーン」を体験することになります。  ゾーンの最中 

 というのは、フワフワとした無重⼒感覚で、静寂の中でマシンを⾃由⾃在に 

 コントロールしていて、宇宙と繋がっている感覚、まさに私が求めていた⾃ 

 由、「⾃然体」でした。 

 さて、ここで⾃我という⾔葉が出てきましたので、少し⾃我と無我について 

 お伝えします。 

 仏教には「無我と⾃我の品格の違い」について説明している⾔葉がありま 

 す。 

��「⼈は徳を得るか、⾦を得るか」��

 前者を成仏と⾔い、後者を成⾦と⾔うそうです。 

 両者を⼈格や運命で⽐べると雲泥の差になるそうです。⾯⽩いですよね。 

 ということで、奴隷思考から抜け出し、私たちの９０％を占める潜在意識を 

 味⽅につけるには、これまでの価値観といった⾃我を捨て無我になることで 

 す。 
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 第３章：  ほとんどの�がDづいていないüみ解消の   gとしG  
 〜その⽅法で上⼿くいきましたか？〜 

 私⾃⾝、以前は⽣きづらさや⾃分の⽅向性に迷う、あと⼀歩のところで上⼿ 

 くいかない、といったことを幾度となく経験してきました。 

 そこで、アファメーションを取り⼊れたり、時にはスピリチュアルにもハマ 

 りましたが、どれも上⼿くいかず状況は悪化するばかりでした。 

 実は、上⼿くいくためには順序があります。 

 もしあなたが、⽣きづらさや今後の⽅向性に迷っていたり、あと⼀歩のとこ 

 ろで成功がすり抜けていくというのであれば、おそらく過去のマイナスと思 

 われる要因に⽬を向けていない可能性があります。 

 下記の図は、私たちの意識の割合です。 
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 海から出ている氷⼭の⼀⾓が顕在意識であり、３〜１０％と⾔われていま 

 す。それに対して、海の中の氷⼭は潜在意識と⾔われ、９０％以上と⾔われ 

 ています。 

       

 ⼈間の脳は、変化に抵抗する⼼理を働かせます。なので、５％の顕在意識が 

 変わろうとしても、９５%の潜在意識が抵抗するのです。だから、変わろう 

 と思っても、潜在意識にある何かの抵抗を受けて、防衛本能が働き、変わる 

 ことができないのです。 

 例えば、下の図を⾒てみましょう。 

 「私には無限の可能性がある」と⾃分に⾔い聞かせたとします。 

 すると、右側は顕在意識による感情や雑念が邪魔をして、⾔い聞かせた⾔葉 

 が潜在意識に届かず顕在意識に反映されません。ですので、モヤモヤしたま 

 まになります。 
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 アファメーションが良い例ですが、右の状態ではいくら⾃分に良い⾔葉を⾔ 

 い聞かせても叶わないということになってしまいます。 

 続いて左側の図を⾒ると、顕在意識がクリアな状態なので、この⾔葉を発し 

 た時に潜在意識に届きやすく潜在的な能⼒が反映されやすいのです。 

 ただ、潜在意識にもあなたの⾏く⼿を阻む何かが存在するかもしれません。 

 それが、前述した価値観だったり、価値観を作り出した記憶や経験などだっ 

 たりします。 

 顕在意識をクリアにする⽅法としては、クリアリングが効果的です。という 

 のも、顕在意識にあるのは⼤⽅悩みや願望といった類で、それらを書き出し 

 て客観的に⾒てみると、意外と現状の⾃分にはどうでも良かったり、必要の 

 ないものだというのがよく分かるからです。 

 ということは、⾃分の殻を破る邪魔をしているものは、  潜W• å w N —何W 
 であるという具合に⽬星がついてきます。 

 実は、この  潜W• å w N —何W  が最も厄介な存在で、この根本が解消できれ 

 ば、私たちの９０％を占める潜在意識を味⽅につけることができ、あらゆる 

 悩みが解決され、⾃由になることができるのです。 
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 第４章：  本aの⾃分にBる   「¦在•識の書き換え」  
 〜良いも悪いもイメージしたものが叶ってしまう〜 

 良いも悪いもイメージしたものが叶うとしたら、あなたはどう思いますか？ 

 「そりゃ、できれば良いイメージのものを叶えたいよ！」 

 そんな声が聞こえてきそうです。 

 それができれば簡単なのですが… 

 ただ、多くの⼈が漠然と未来に不安を感じたり、過去の出来事を後悔したり 

 してしまい、結果としてそれが「今」という時空間に現象として現れている 

 のです。 

 つまり、現実に起きている現状は全て⾃分がイメージした通りになっている 

 ということです。 

 「そんなイメージしてないよ！」 

 と思われるかもしれませんが、残念ながら無意識のうちにイメージをしてい 

 ることの結果が現状に全て反映されている、というのが実情です。 

 あなたは、  à ò ¾ ê Õ ì Â ®   という⾔葉を聞いたことがありますか？ 

 メンタルブロックという⾔葉を調べると、 

��「⼈間が何か⾏動等を起こす場合に、出来ない、ダメだ、無理だと否定的に��

��考えてしまう思い込みによる意識の壁、あるいは抑⽌・制⽌する思考のこと��

��を⾔い、メンタルブロックをかけ続けると、結果として何もしなくなる（何��

��もできなくなる）といった状態に陥る」（出典：コトバンク）��
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 ということです。 

 では、なぜ  Ï • å z R m w í ” ž 制} e —­ P � ‹ X ⽣Š ˜ —  のでしょう 

 か？ 

 _ _ X ü ‹ ž 解´ e —潜W• å z „ Y 換T z � w v – Š e }  

 思い込みの根本原因となる主な例を２つご紹介します。 

 １つ⽬は、  過Ž z V v c 来Ì X Ï • å z R m w ' ž f o r P —  ということで 

 す。失敗体験やトラウマなど、過去の嫌な出来事がイメージとして残ってお 

 り、それが恐怖⼼となって無意識下で現在に影響しています。 

 ２つ⽬は、  Ì « Å ¢ Õ v 価– �   です。私たちは、価値観を通して⼈や物事を 

 判断しています。仕事やお⾦、⼈間関係で苦⼿意識があるのも、⾃分の実体 

 験や外的要因から形成された価値観を通してイメージしたものを元に判断し 

 ているに過ぎません。 

 では、このような  ê � • å X ⽣Š ˜ —価– � ž ⽣Ÿ s c Š R $ ˜ q À   は何で 

 しょうか？ 

 それには、主に両親や⼈間関係、学校教育、メディア、社会、世間体といっ 

 たものが⼤きく影響しています。私たちは、これらから聞いたり学んだりし 

 た価値観を元に状況判断をしたり、未来を予想したりイメージしたりします 

 が、実はこれらの価値観が、上⼿くいかない⼤きな原因となることが⼤いに 

 あります。 

 ここで、潜在意識を書き換えたことで劇的な変化を遂げた坂⼝さん（５０代 

 ⼥性 声楽家）の声をご紹介いたします。 
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 「２⽇間で８１万円のご成約を頂くことができました！」 

 起業家として歩み始めた彼⼥でしたが、以前はどうも⾃分に⾃信が持てず、 

 「本当にこんな状態で⼈をサポートしていいのだろうか？」 

 そんな⼼配をしていました。 

 「でも、もっと幸せになりたい、もっと周りを幸せにしたい！」そんな想い 

 を胸に、⾃分と向き合ったのです。 

 「どうしても⾃分に⾃信が持てず、それが原因でお⾦や仕事のことでなかな 

 か上⼿くいかず悩んでいました。セールスをする時も、どうしても相⼿の懐 

 事情を勝⼿に考えてしまったり、こんな⾼い商品を売ってしまって良いのか 

 …そんな思いが出てきてなかなか成約に繋がりませんでした。 

 私はこれまで⼼理学を勉強してきて、それなりに⾃分で解決出来て来たので 

 すが、どうしても解決出来ない問題がありました。⾃分の悩みの問題が過去 

 にあることは分かっていました。 

 それは、⼦供の頃にお⽗さんから罵声のごとく理不尽に怒られたことがきっ 

 かけで、常に満たされない感じがあり、それを満たしたいがために無意識の 

 うちに無駄にお⾦を使ったりしていました。 

 さらには、お⽗さんから、お前のためにいくら使ったと思ってるんだ！と帳 

 簿で殴られたこともありました。こういったこともすっかり忘れていたので 

 すが、実は今回のワークを受けるにあたって思い出しました。 

 これまでも、幾度となく潜在意識にある邪魔なものをしているのを解消しよ 

 うと様々なカウンセリングやセラピーを受けてきたのですが解決できず、こ 

 れが最後と思い⿇⽣さんのところでお世話になることにしました。 
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 実際、潜在意識の書き換えは３０分ぐらいで、終わった後は、本当に解消さ 

 れたのかな？と疑問と不安な気持ちが正直交錯していました。が、しかし、 

 その後、数⽇が経って、両親との関係、対⼈関係など⾊々なことに変化が起 

 き始め驚きました。 

 何より、  � Š s z _ t { 全r ß 
 z ­ P � ‹ l o k _ t w D q Y • å X « è  
 é t / › o r c Š P Š c k   。 

 これまで部屋を⽚付けることもできなかったのですが、どんどん⽚付けるこ 

 とができるようになり周りも驚いています。 

 そして、何と⾔っても⼀番驚いたのが、  過Ž z c 来Ì ž 解´ c k _ t s V à  
 z Õ ì Â ® X 解´ a ˜   、本当に⾃分のやりたいことで２⽇間で８１万円のご 

 成約を頂くことができました！ 

 ⾃分⾃⾝、本当にびっくりしていますし、受けて本当に良かったです！」 

 さらに坂⼝さんの声を聞きたい⽅はこちら 

 https://youtu.be/cVCspZVBQPE 

 ということなのですが、実はこの話には更なる⽬覚ましい後⽇談がありまし 

 て、その翌⽉には４００万円を売り上げたということです。 

 坂⼝さんの場合は、潜在意識の書き換えをしたことで、  ß 
 s Ž e o W– v  
 ̃ Ž o r P k M憶z • 0 X | 潜W• å w押c � • • ˜ r P k i z Ô z 感á t  
 ¤ w • • 覚Š a ˜ | i ˜ X m W化a ˜ —_ t s | • r � Z e _ t X c 来Š c  
 k   。 

 改めて、潜在意識を書き換えると、９０％を占める潜在意識が味⽅になって 

 くれて、⾃分の殻を破ることができ、思ってもみない成果をあげることがで 

 きるのです。 
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 第５章：  ９０％の¦在•識を味⽅につける⼿法   とは？ 
 〜たった３０分で⾃分の殻を破る〜 

 前章では、良いも悪いもイメージしたものが叶うというお話をさせて頂きま 

 した。私たちは過去の出来事を元に、良い悪いのイメージを作り上げ、現在 

 という時間軸において良い悪いの判断をし、それが未来に形となって現れて 

 いるのです。 

 特に、無意識のうちにイメージしてしまうものについては、なかなかコント 

 ロールするのが難しいものですし、⾃分では中々気づけないものです。 

 では、どうしたら良いのでしょうか？ 

 潜W• å w N —過Ž z V v £ à – · ž „ Y 換T r c Š T | 良P z s e }  

 「そんなことできるの？」 

 と思われそうですが、それができるんですね。しかも、たったの３０分で！ 

 おそらく、⽣きづらさを感じていたり、もっと⾃由を求めていたり、⾃分の 

 ⽅向性を模索していたり、あと⼀歩のところで上⼿くいかない、という⽅々 

 は、９０％の潜在意識を味⽅につけることで、⾃分らしく⾃由に⽣きやすく 

 なっていくことでしょう。 

 それをできるのが、  ゾーンを経験した私ならではの⼿法  なのです。 

 以前にアファメーションのお話をさせて頂きましたが、あまりネガティブな 

 ことには⽬を向けず、  ポジティブなことだけを考える⻄洋の法則がこれまで 

 ⽇本では主流でした。 
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 しかし、それは汚いものに蓋をしているに過ぎず、結局あとから倍になって 

 ⾃分に跳ね返ってくるのです。結局未来が変わらない…  そんなことになる訳 

 ですが、できればそんなことは避けたいですよね？ 

 なので、これを読んでいるあなたは  � c o W– ß 
 t ¹ Y � o r 解E c r V  
 [ _ t   が、今後のためにも肝要なのです。 

 � � Í z 潜W• å ž ½ [ w p ] —  ⼿法の順序は、 

 1.  í [ � ž 阻Œ$ ˜ q À ž ± Y µ • — 

��1� ��
 2.  潜W• å ž „ Y 換T — 

��1� ��
 3.  x Ww V P r u Ÿ v x Î X x ˜ —z W確é  

��1� ��
 4.  a • w £ à – · î – ® ž ž o r ­ 化 

 このようになります。 

 í [ � ž 阻Œ$ ˜ q À { P [ p Ž N —可ÿ 性X N – Š e   ので、それら全てを 

 書き換えていく必要があります。 

 もう⼀⽅、Kさん（５０代男性 不動産会社経営者）の事例をお伝えします。 

 「売上はこれまでと変わらないのですが、利益が過去最⾼になりました！」 
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 Kさんは、特にお⾦に困っている訳ではなかったのですが、今回のコロナで、 

 どうもやる気を失っていたというか、本当にやりたいことが何なのかが⾒え 

 なくなってしまっていたそうです。 

 さらに、社員との関係性にも悩んでおられ、先々への不安も抱えておられま 

 した。 

 「今のまま⾏った時の  ß 
 z } 界– t P R W| ³ – ê X f T r Y r Ó Š X N  
 – Š c k   。 

 やはり継続的に充実したやる気のある⼈⽣を続けたいなと思った時に、⼼と 

 体が繋がっているという意識が今までなかったので、学ばないといけないな 

 と思いました。 

 きちんと学ぶことで、どんどんと⾃分の可能性が広がっていきました。 

 特に印象的な⾔葉が、【  ) ⼈{ ² ò Ç ì – ê s Y v P   】でした。この⾔葉を 

 聞いた時に、⾃分は良かれと思って無意識のうちに社員をコントロールして 

 いたんだということに気付きました。 

 そんな  • å X / › —t í ” X / › o r P Y   、⼈への思いっていうのも変わっ 

 て、隣⼈を愛する、そんな気持ちも⽣まれましたし、仕事も順調に回るよう 

 になりました。やりたいこともどんどん⾒つかり、周りに新しい仲間も増え 

 ていきました。 

 更に、働く時間が半分で、倍くらいの仕事量を短時間でこなせるようにな 

 り、実は売上はそのままなのですが、利益が過去最⾼になりました。 

 売上を上げるとか効率を上げるとか、明⽇から変えられる研修は⾊々あるの 

 ですが、⾃分が気持ち良くても、社員の⼼が痛いというか、⾟い思いをする 

 というか ����������
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 そういう意味では、  ° † [ 良c ± z Ö ì ¯ è ß   って中々ないので良かったで 

 す。」 

��続いて、イタリア在住の�� 座波さん（５０代⼥性 オペラ歌⼿）の事例です。 

 「過去のオーディションでの失敗が原因で、その時の恐怖⼼が蘇ってきて、 

 思いっきり歌えなくなってしまいました。常にオーディションでは、不安が 

 付きまとって仕事もおぼつかない感じでした。 

 今回  潜W• å z „ Y 換T   をしたおかげで、オーディションでの不安がなくな 

 り思いっきり歌えるようになりました。そして、  › Ì z © Ô   – X Õ “ t ð  
 P � Ÿ s [ —” R w v – Š c k   。 

 本当に  潜W• å t P R z { | e ` P f ⽤ž c r P —z l t ò 感c Š c k   。  解 
 ́ c r | ˜ | w良Wo k s e   。」 

 座波さんは、ご主⼈もオペラ歌⼿をされており、プログラムを受けて頂きま 

 した。座波さんの声はこちら。 

 https://youtu.be/-p8FdZnwOYg 

��続いては�� Tさん（３０代男性 フリーランス）の事例です。 

 「あと⼀歩のところでいつも成功がすり抜けていくことが多くありました。 

 今回のコロナでも、前⽇に⾶⾏機がキャンセルになり、またか…という感じ 

 でした。 

 ただ夢は諦められない、この負のスパイラルをなんとかしたいと思い⿇⽣さ 

 んにお世話になることにしました。というのも、⿇⽣さんのレーサーの話が 

 ⾃分の中ですごくピンときて、⾃分も潜在能⼒を解放したいと思ったからで 

 す。 
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 実は、私は過去にお⽗さんから暴⼒を受けたりといったトラウマがありまし 

 た。そんなこともあり、常にあと⼀歩のところで⾃分には無理なんじゃない 

 かと不安や恐怖⼼が⽣まれることがありました。 

 コロナも収まってきたところで、また夢に向かって海外渡航を控えていまし 

 たが、またキャンセルになるのではないかという不安が出てきました。しか 

 し、トラウマを解消したことで、これまでのような不安もなくなり、以前よ 

 りも⼈⽣を前向きに捉えられるようになりました。」 

 Tさんは、無事に⾶⾏機に乗ることができ、今では新たな夢に向かって海外で 

 活動しています。 

 さらにTさんの声はこちら 

 https://youtu.be/DVY6SfbIstY 

��最後は�� Fさん（６０代⼥性 ガラス⼯芸作家）の事例です。 

 「県⽴美術館より作品展⽰の正式オファーを頂きました！」 

 Fさんは、同年代の他の⽅に⽐べて⾮常にエネルギッシュで、常に良いものを 

 届けたいという⼀⼼で作品を創る際にはゾーンに⼊るほどの集中⼒を発揮さ 

 れる⽅です。 

 「⻑年関わってきた取引先や⼈間関係を考えて、なかなかキッパリと離れら 

 れなかったことと、⾃分が本当に進む道が決められませんでした。組織の庇 

 護のもとでの活動から⾃⽴する勇気がありませんでした。 

 あらゆるワークを⾏い、その中でも⾃分に問いかけるワークの中で、  何ž ß  
 
 X R切w c k P z WX f T r Y Š c k   。 

 おかげさまで、踏み切れなかったラインを超えられ、実務レべルで考えるこ 

 とができるようになりました。この機会をいただけたことに感謝申し上げま 

 す。 
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 さらに、ご報告ですが、県⽴美術館より作品展⽰の正式オファーを頂きまし 

 た！  º Â ¶ æò ž * ] r | k o k � õ K s _ _ Š s > 開e —t { Á Y s e   ！ 

 その後も、  ̀ 縁X ` 縁ž • • | 新k v › Ì X ð P � Ÿ s Y r P Š e   。」 

 実は、Fさんは他⼈や環境といったコントロールできないことを何とかしよう 

 とされていました。しかし、作品を創る時のように「⾃分に集中」したこと 

 で、  • å X / › – 全r z 流˜ X / › o k   のです。 

 いかがでしたでしょうか。 

 ４名の⽅の事例を、その⽅達の⽣の声を通してご紹介させていただきました 

 が、これらの事例からも分かるように、  i z ⼈z - n w 2 q [ M憶| i c r  
 i z Ô w i z ⼈X u R感d k Ww ” o r | 潜W• å w N —$ ˜ q À { ⼈i ˜  
 j ˜ v z s e   。 

 ４名の⽅の具体例以外の事例を簡単にご紹介しますと… 

 ●   潜在意識を書き換えたことで、  ­ o r Ž ‹ v P ” R v › Ì X ð P � Ÿ s  
 { { Y k  

 ●  ⾃分軸がブレブレだと⾃認されていた⽅が、軸を整え⼼からやりたいこ 

   とを明確にしたことで、  ̃ ˜ l o k 海外D Î X E Š o k  

 といった  3 跡X � “ t O Y r P Š e   ！ 

 何が⾃由への邪魔をしているのかは、⾃分では全くわからない  ものです。な 

 ぜなら、その邪魔をしているものが強烈なものであるほど、その原因は潜在 
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 意識の奥深くに押し込められており、⾃分⾃⾝では中々それを呼び起こして 

 解消することが困難なほど奥底に隠れてしまっているからです。 

 邪魔なものがその⽅の中で構築されていくことは⼈間の⾃⼰防衛本能からし 

 ても当然の反応なのですが、  ⾃分を変えたい、現状を変えたいと決意された 

 場合には、どうしても向き合わない訳にはいかないのが、そういった根本原 

 因となっている潜在意識の記憶や感情なのです。 

 ⾃分と向き合い、潜在意識にある根本原因を書き換えることが、⼈⽣におい 

 て⾃由を⼿に⼊れる第⼀歩、それも限りなく⼤きな⾶躍となる⼀歩になるの 

 です。 

 現状を続けるのか、それとも⾃由な明るい未来を選択するのか、全てはあな 

 た次第です。 
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 第６章：  スピリチュアル  の/l[  
 〜主体を奪われないために〜 

 ９０％の潜在意識を味⽅にする上で、最も⼤事な要素をお伝えしておきたい 

 と思います。 

 そもそも⽇本⼈は、霊性の⾼い⽣き物だと⾔われています。⼋百万の神々と 

 ⾔われるように、⽇本各地には多くの神社が存在します。実は、神社はコン 

 ビニよりも多いと⾔われています。驚きですよね！ 

 ちなみに、霊性が⾼いと正しい判断ができたり、様々なアイディアを⽣み出 

 したりといったことが可能になるそうです。 

 ただ、そんな霊性の⾼さを恐れたGHQは、戦後、⾷べ物から⼼理的なことに 

 ⾄るまであらゆる⼿で⽇本⼈の霊性を封じました。 

 近年はスピリチュアルブームで、占いや霊能という⾔葉が普通に話されるよ 

 うになり理解も深まっていますが、実はここに落とし⽳があるのです。 

 ゾーンを経験した私は、こんな世界があるのかと⾒えない世界に興味を持つ 

 ようになりました。スピリチュアルに興味を持った私は、霊能者に未来を⾒ 

 てもらいました。未来を聞いてしまうと、その未来に期待してしまい⾏動し 

 なくなってしまうのです。 

 実は、これは  � 9 ž n › ˜ r P —æA   、  ) ⼈è s ⽣Y r c Š o r P —_ t   に 

 なります。そんな状態だった私は、何をやっても上⼿くいきませんでした。 

 そんな中で出会ったのが神道学です。 
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 おそらく、神道＝宗教と勘違いされている⼈もいますが、本質は「神への 

 道」という意味なんです。これを宗教にしてしまったのは、後年のことなの 

 です。 

 私は神道学を学ぶ中で、  � 9 ž Ó o r ⽣Y —_ t   、守護霊や指導霊と⾔われ 

 るものも全て霊であり、� う対象だということを知りました。これには正直 

 驚きました。 

 よく「霊が⾒える」とか「未来が⾒える」「守護霊、指導霊が教えてくれ 

 る」といったことを⾔う⼈がいます。別にそれを悪く⾔うつもりはありませ 

 んが、実は、そういったものの中には低級霊がその⼈の未来らしきものを⾒ 

 せているというのがあるようです。 

 よくあるのが、「神社に⾏ったら⾒えるようになった」 

 もしかしたらこれは、低級霊だったり動物霊がついている可能性を疑った⽅ 

 がいいかもしれません。 

 これらをスピリチュアルと⾔って喜ぶ⽅も多いのですが、実は、⼈⽣を狂わ 

 す⾮常に危険なものだったりします。ひとたびそれらに⾜元をすくわれると 

 、⾃分⾃⾝の⼈⽣を⽣きられなくなってしまいます。 

 主体を持って⽣きる上で⼤事なのは、  ß 
 ž • [   ことです。 
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 ９０％を占める潜在意識を味⽅につけるためには、体も⼼も魂も磨くことが 

 ⼤切です。それを実践していくと、第三の⽬と⾔われる脳の「間脳視床下 

 部」という部位が開花し、霊性が⾼くなっていくのです。 

 昔の⽇本⼈にとっては普通だったそうですが、戦後それが徐々に失われてい 

 きました。しかし現在、良いも悪いもスピリチュアルブームによって、そう 

 いったものに対する認識も知られるようになってきました。 

 ということで、あなたは９０％の潜在意識を味⽅につけるためにも、主体性 

 を持って⾃分を磨いて⽣きていってくださいね。 
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 第７章：  �fは   ¦在•識の使い⽅   が９割 
 〜必要な⼈にあなたの能⼒を届けよう〜 

 最後になりますが、潜在意識を使う上で⼤事なことをお伝えします。 

 あなたは、  ° á À Ø – ¶ æò 理論±   というのをご存知でしょうか。 

 やる気・やりがいには、  ° Å ò ¶ æò ± t ° á À …– ¶ æò ± z � $ 類  があ 

 ります。�Qでは、それらはどう違うのでしょうか。 

 € テンションとは？ 

 外部要因の影響を受けやすい、上がりやすく下がりやすい、不安定なやる 

 気、短期的なやる気、短期間で完結するものに効果的 
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 例えば、セミナーに⾏き、「これをやれば、⾃分も成功できる！」と意気 

 揚々と家に帰ってきて、ふと落ち着いた時に、「本当に⾃分にできるのだろ 

 うか？」と我に返って落ち込んでしまう…そんな経験ありませんか？ 

 これはまさに、⽬の前にぶら下がった⼈参を⾒てテンションが上がってい 

 る、という状態です。 

 「この⽅法がダメだったからあの⽅法」というように様々な⼿法に⼿を出す 

 ⽅も、これに近い状況であると⾔えます。 

 では、それに対してモチベーションとは何でしょうか？ 

 € モチべーションとは？ 

 ⼀度⾼まると外部要因の影響を受けづらい、瞬間的に上げることが難しい、 

 安定したやる気、安定したやりがい、⽬標や願望を達成するのに効果的！ 

 モチベーションは、「本当にやりたいこと」「⼼からやりたいこと」といっ 

 た  ⼈⽣z ö 0 X Ø – ¸   にあり、それが軸となっているので、どんな壁にぶち 

 当たっても諦めずに前に進んでいくことができます。 

 この２種類のうち、あなたにはぜひモチベーションの種となる  ° ⼼W• • –  
 k P ± _ t   で⼈⽣をM歌してほしいと思います。 

 さて、世の中には、同じような仕事をしている⼈は何万といることでしょ 

 う。しかし、あなたの存在は唯⼀無⼆であり、必ずあなたを必要としてくれ 

 る⼈がいます。 
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 ́ 	 Ž 早[ ß 
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 ž Ù s Ž N – Š e }  

 恐らく、本書を読まれているあなたは、⾃分はこんなもんじゃない、このま 

 まの⼈⽣を送るわけにはいかない、もっと⾃分らしい⼈⽣を送りたい、そう 

 思っているはずです。 

 ぜひ、⾃分の殻を破って、９０％を占める潜在意識を味⽅につけて、⾃分も 

 周りも幸せにしてほしいと思います。 

 最後までお読みいただきありがとうございました。 

 この電⼦書籍があなたのお悩みの解消に少しでもお役に⽴てたら幸いです。 
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 【­者}�プレゼント】  

 今回、この電⼦書籍を最後まで熱⼼にお読みいただいたあなたに、特別なプ 

 レゼントをご⽤意しました！ 

 あなたが今、  ⽣Y q • a ž 解´ e —k • w | ß 
 z [ ¹ 性ž Ú確w e —k •  
 w | ⼼W• • – k P _ t ž f p ] —k • w | Ö � [ P [ ” R w v —k • w |  
 u z ” R w ß 
 z 殻ž � —z W| u z ” R w � � Í z 潜W• å ž ½ [ w p ]  
 ̃ | P P z WX › W—• * 相• 会ž | > � } � s   Ï 料  s ` � Ÿ   したいと思い 

 ます。 

 個別相談会では、以下の内容を実践してまいります。 

 1.  あなたのお悩みや問題を⿇⽣本⼈がじっくりお聞きします。 

   （モヤモヤを吐き出すだけでもスッキリします） 

 2.  何をどうすれば悩みが根本解消できるのか具体策をご説明します。 

   （潜在意識を味⽅につけるイメージが⾒えてきます） 

 3.  これからのあなたを劇的に変化させることが可能になる必須のマイン 

 ドセットをお伝えします。 

   （⼈⽣を⾃由に楽しく歩んでいけます） 

 4.  その他の疑問解消 

 Òに！！•別ö談会にご参加頂いた⽅には  
 追加のプレゼントもごJ•しています！！  
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��° ¦ Wÿ ¦ w Z � � ¶ ¤ �3�' �)¥ ± Ö ë » ò Ç „ ��

 ⾃分の殻を破って、潜在意識を味⽅につけて、もっと⾃由に⼈⽣を楽しみた 

 い⽅は、ぜひ以下よりお気軽にご参加ください^^ 

��ó à � ��� � � � ��

��1 ���

��́ > � } � µ � � Ô � l ] Ï ˜ „ „ ��

 •別ö•vzV
c込‹{_m•W•  
��1 �1 �1 ���
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 【著者プロフィール】 

 潜在能⼒解放コーチ 
 ⿇f  .×  

 東京⽣まれ。 

 ⾼校卒業後、⼈⽣⼀度しかないと決⼼し、真剣にレーサーを⽬指すためフラ 
 ンス・ウィンフィールドレーシングスクールに留学。 

 ２２歳の時にイタリア・フォーミュラフォード選⼿権に武者修⾏。いくつか 
 のレースでは表彰台など⼊賞を経験。 

 帰国後は国内のレース等に参戦していく中で結果が出ず悩んでいた時にメン 
 タルトレーニングと出会う。この効果が絶⼤で、その後のレースでスポーツ 
 選⼿が体験すると⾔われるゾーンを経験。 
 その後、ジャパン・ルマンチャレンジ耐久レースでチャンピオンを獲得す 
 る。 

 ⾞関係の仕事では、１５０名以上に個別のドライビングレッスン、⼤⼿カー 
 メーカーのイべントインストラクター、研修講師として約１０年間で５００ 
 ０⼈以上に指導。 

 その他に、レーサーの経験を⽣かして企業でのメンタル系講座の⽴ち上げや 
 講師として３００名以上に指導した実績を持つ。 

 レース引退後、ゾーンを伝えたい、ゾーンの経験が多くの⽅に役⽴つのでは 
 ないかという想いから、潜在能⼒の解放「ゾーン」というメソッドで活動し 
 ている。 
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